
シリーズ○ 

※平成28年４月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、451件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。
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紙本著色東王父西王母図　六曲一双
昭和48年３月31日　指定
浄信寺蔵（木之本町木之本）
滋賀県立琵琶湖文化館寄託

滋賀県指定有形文化財

　
秀
吉
や
石
田
三
成
と
い
っ
た
戦
国
武
将
た

ち
が
生
き
た
時
代
、
湖
北
に
も
優
れ
た
才

能
を
持
つ
絵
師
が
誕
生
し
ま
し
た
。
海か

い
ほ
う北

友ゆ
う
し
ょ
う
松
（
１
５
３
３

−

１
６
１
５
）
は
そ
の
一

人
で
、
現
在
で
も
、
狩か

の
う野

永え
い

徳と
く

・
狩
野
山さ

ん

楽ら
く

・
長
谷
川
等と

う

伯は
く

・
雲う

ん
こ
く谷
等と

う

顔が
ん

ら
と
並
び
、

桃
山
美
術
の
巨
匠
と
し
て
知
ら
れ
る
絵
師
で

す
。

　
友
松
は
浅
井
氏
家
臣
・
海
北
善ぜ

ん

右え
も
ん衛
門の

じ
ょ
う尉

綱つ
な

親ち
か

の
三
男
（
一
説
に
五
男
）
と
し
て
近
江

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
出
世
地
に
つ
い
て
は
坂

田
郡
大
原
庄
（
米
原
市
大
原
小
学
校
区
）
と

も
、
浅
井
郡
瓜う
り
ゅ
う生
（
瓜
生
町
）
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
前
者
は
海
北
家
の
伝
承
で
す

が
後
者
に
つ
い
て
は
、『
江

ご
う
し
ゅ
う州
佐さ

さ

き

々
木
南な

ん
ぼ
く北

諸し
ょ
し
ち
ょ
う

士
帳
』、『
淡お

う
み
こ
ま
さ
ら
え

海
木
間
攫
』、『
近お

江う
み

輿よ

地ち

志し

略り
ゃ
く』
な
ど
の
資
料
に
記
載
が
あ
る
た
め
、
瓜う

生り
ゅ
うと
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
友
松
の
前
半
生
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
幼
少
の
頃
に
京
都
の
東
福

寺
に
入
り
、
喝か

つ
じ
き食
と
し
て
和
尚
に
仕
え
て
い

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
画
才
を
見
出

さ
れ
、
狩
野
派
の
二
代
目
・
狩
野
元も
と

信の
ぶ

に
入

門
、
や
が
て
絵
師
と
し
て
身
を
立
て
る
よ
う

に
な
り
、
建
仁
寺
や
妙
心
寺
と
い
っ
た
京
都

の
大
寺
院
、
公
家
や
武
家
の
注
文
を
受
け

数
々
の
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
画
面
の
右
に
、
松
の
木

に
腰
を
掛
け
て
桃
の
載
っ
た
盆
を
持
つ
従

者
の
方
へ
振
り
返
る
女
性
と
、
左
に
岸
壁

を
背
に
し
て
岩
上
に
立
つ
男
性
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
両
者
の
間
に
は
穏
や
か
な
水
辺
の

景
色
が
広
が
っ
て
お
り
、
静
か
で
穏
や
か
な

雰
囲
気
の
あ
る
作
品
で
す
。
描
か
れ
た
人
物

は
、
ど
ち
ら
も
古
代
中
国
に
お
け
る
伝
説
上

の
神
仙
で
す
。
女
性
は
西せ

い
お
う
ぼ

王
母
と
い
い
、
西

方
の
崑こ

ん
ろ
ん
さ
ん

崙
山
の
長
で
す
。
西
王
母
の
宮
殿
に

は
、
三
千
年
に
一
度
実
を
つ
け
、
食
べ
る
と

不
老
不
死
の
効
能
が
あ
る
と
い
う
桃
の
木
が

あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
西
王
母
は
不
老
不
死
を

司
る
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
男
性

は
東と

う
お
う王

父ふ

と
い
い
、
東
方
の
蓬
莱
山
に
住
む

仙
人
で
す
。
西
王
母
が
女
仙
を
統
率
す
る
の

に
対
し
、
男
仙
を
率
い
た
と
い
う
、
西
王
母

の
対
と
な
る
存
在
で
す
。
画
面
の
中
に
落ら
っ

款か
ん

（
署
名
や
印
）
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
松
の
木

の
荒
々
し
い
描
き
ぶ
り
や
、
人
物
の
顔
の
描

き
方
、
画
面
の
中
央
に
余
白
を
大
き
く
と
る

構
図
は
、
友
松
画
の
特
徴
で
す
。
晩
年
の
作

品
と
比
べ
る
と
、
本
作
の
人
物
を
か
た
ど
る

線
描
は
均
一
で
、
筆
の
運
び
も
ゆ
っ
た
り
と

し
て
い
ま
す
。
友
松
の
画
業
の
中
で
も
比
較

的
早
い
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
作
は
、
木
之
本
地
蔵
で
有
名
な
浄
信
寺

（
木
之
本
町
木
之
本
）
に
伝
来
し
た
も
の
で

す
。
友
松
の
出
身
地
に
近
い
土
地
に
伝
わ
っ

た
の
は
、
何
か
の
縁
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
田
根
地
区
で
は
、
彼
を
「
五ご

先せ
ん

賢け
ん

」
の
一
人
と
し
、「
五
先
賢
の
館
」（
北
野

町
）で
の
展
示
を
は
じ
め
、顕
彰
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　 

（
☎
６
３

－

４
６
１
１
）

▲東王父西王母図　右隻

▲東王父西王母図　左隻
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買
物
支
援
活
動
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

青
少
年
健
全
育
成
・
非
行
防
止

最
優
秀
作
品
の
ご
紹
介

問
長
浜
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
４

－

３
３
３
０
）

　
買
物
が
困
難
な
人
を
支
援
す
る
た
め
、
宅
配

や
移
動
販
売
（
食
料
品
や
日
用
品
）
な
ど
を
行

う
事
業
者
・
団
体
等
を
案
内
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
す
。

　
作
成
に
当
た
り
情
報
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

︻
募
集
情
報
︼

○ 

買
物
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
掲
載
を
希
望
す

る
事
業
者
・
団
体
等

○ 

買
物
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
・
団

体
等
の
情
報

︻
募
集
期
限
︼
平
成
29
年
１
月
13
日
（
金
）

︻
受
　
　
付
︼  

直
接
ま
た
は
電
話
か
F
A
X
、

メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

受
付
先

　
高
齢
福
祉
介
護
課
〈
東
館
１
階
〉

　
☎
６
５

－

７
７
８
９

　

 

６
４

－

１
４
３
７

　
* K

ourei-kaigo@
city.nagaham

a.lg.jp

　
夏
休
み
期
間
中
に
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
青
少
年
の
非
行
防

止
・
健
全
育
成
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
を
募
集
し
、
２
７
６
点
（
標
語
２
３
８
点
、

ポ
ス
タ
ー
38
点
）
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
最
優
秀
に
輝
い
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
入
選
作
品
は
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
使
用
し
、
各
学
校
・
関
係
機
関
に
配

布
し
ま
す
。

︻
標
語
の
部
︼

﹁
ラ
イ
ン
よ
り 

こ
と
ば
で
言
お
う 

あ
り
が
と
う
﹂

　
湯
田
小
学
校
６
年  

松
下
　
心
海
さ
ん

︻
ポ
ス
タ
ー
の
部
︼

　
び
わ
南
小
学
校
３
年
　
橋
本
　
環 

さ
ん

「長浜ふるさとまつり市民の会」募金のお礼と報告
 問長浜ふるさとまつり市民の会事務局（観光振興課内）（☎６５－６５２１）

　多くの市民の皆さんから、長浜ふるさとまつりへの募金をお寄せいただき、誠にありがとうございました。

お預かりした募金は各事業の実行委員会で活用していただきました。

　募金総額（６月１日～10月31日）: 3,655,487円
【募金を活用したまつり等の行事】

■水とロマンの祭典

■にしあざいの夏まつり

■かわそサマーフェスティバル

■長浜・北びわ湖大花火大会

■ふるさと夏まつり（木之本地蔵大縁日/木之本大花火大会）

■長浜・あざいあっぱれ祭り2016

■長浜ロードトレイン祭inBIWA

■小谷城戦国まつり

■大道芸フェスタin虎御前

■観音の里ふるさとまつり

■こほくイルミの広場

で

◆広報紙がスマートフォンやタブレット端末でいつでもどこでも読める
◆広報紙のバックナンバーも読める　◆ 地域のお好み情報をお届け

※QRコードを読み取ってアプリをダウンロードしてください

広報ながはまをもっと手軽に！ QRコード

広報ながはま　2016年12月21


